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2
0
1
5
年
12
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ

た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約

国
会
議（
C
O
P
21
）
で
採
択
さ
れ
た
パ

リ
協
定
が
2
0
1
6
年
11
月
に
発
効
し

た
。
パ
リ
協
定
で
は
、
世
界
共
通
の
長
期

目
標
と
し
て
産
業
革
命
以
前
か
ら
の
温
度

上
昇
を
2
℃
に
抑
え
る
と
の
目
標
が
設
定

さ
れ
、
1
・
5
℃
に
抑
え
る
努
力
を
追
及

す
る
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
日
本

も
、2
0
3
0
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

26
％
削
減（
2
0
1
3
年
度
比
）
す
る
こ

と
を
国
際
的
な
公
約
と
し
て
表
明
す
る
と

と
も
に
、2
0
1
6
年
5
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」
で
は
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
80
％
削
減
す
る
こ
と

も
長
期
目
標
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
目
標
達
成
に
は
、
さ
ら
な
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
低
炭
素
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
特
に
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の
約

35
％
を
占
め
る
電
力
分
野
で
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー（
以
下
、
再
エ
ネ
）
等
の
低
炭

素
電
源
を
着
実
に
開
発
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。2
0
1
5
年
7
月
に

策
定
さ
れ
た
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通

し（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
）
で
も
再
エ

ネ
は
最
大
限
の
導
入
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
現
状
の
水
準（
約
12
・
2
％
）
か

ら
2
0
3
0
年
時
点
で
2
倍
程
度（
22
〜

24
％
）の
導
入
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

　

一
方
、2
0
1
2
年
7
月
の
固
定
価
格

買
取
制
度（
F
I
T
：Feed-in T

ariff

）

の
開
始
以
降
、
大
規
模
水
力
を
除
く
再
エ

ネ
の
導
入
量
は
制
度
開
始
前
と
比
べ
て

2
倍
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
開
発
は

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
い
太
陽
光
に
偏
重
し

て
お
り
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
長
い
水
力
・

風
力
・
地
熱
の
開
発
は
緩
や
か
で
あ
り
、

電
源
に
よ
る
偏
り
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
再
エ
ネ
を
長
期
間
に
わ
た
り
、
安
定

的
な
電
源
と
し
て
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、

ポ
ス
ト
F
I
T
も
見
据
え
つ
つ
、
各
電
源

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
ま
た
電
源
の
特
性
を

考
慮
し
て
開
発
し
て
い
く
た
め
の
国
に
よ

る
支
援
制
度
や
規
制
緩
和
等
の
サ
ポ
ー
ト

は
必
須
で
あ
る
。

　

ま
た
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
が
進
展
し
、

2
0
1
6
年
4
月
よ
り
電
力
小
売
全
面
自

由
化
が
始
ま
り
、2
0
2
0
年
度
に
は
送

配
電
部
門
の
法
的
分
離
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者

が
電
気
事
業
に
参
入
し
て
き
て
お
り
、
電

気
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
れ
ま
で
と

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

本
特
集
で
は
、
自
由
化
さ
れ
た
電
気
事

業
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
炭
素
化

を
目
指
し
つ
つ
も
、
生
活
や
産
業
の
基
盤
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で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
全
・
安
定
・
安

価
に
供
給
す
る
た
め
、
開
発
コ
ス
ト
を
抑

え
つ
つ
各
再
エ
ネ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
開
発

す
る
た
め
の
国
の
取
組
み
を
ご
紹
介
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
各
民
間
事
業
者
が
実
施

し
て
い
る
再
エ
ネ
の
開
発
事
例
や
持
続
的

な
開
発
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
く
た
め
の

技
術
開
発
を
紹
介
す
る
。
具
体
の
記
事
の

構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
パ
リ
協
定
の
下
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
仕
組
み
、
削
減

目
標
の
根
拠
と
な
る
科
学
的
知
見
、
お
よ

び
そ
の
中
で
再
エ
ネ
を
中
心
と
す
る
電
力

部
門
の
低
炭
素
化
に
向
け
た
動
向
や
土
木

技
術
者
と
し
て
考
慮
す
べ
き
点
に
つ
い
て

概
説
い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、「
ポ
ス
ト
F
I
T
時
代
を
視
野

に
、
い
ま
開
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

新
た
な
扉
」
と
題
し
て
、
再
エ
ネ
開
発
の

各
分
野
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に

ご
登
壇
い
た
だ
き
、
持
続
的
な
再
エ
ネ
開

発
に
向
け
て
、
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハ
ー
ド
ル
や
、
そ
の
中
で
わ
が
国
の
電
源

構
成
に
お
い
て
再
エ
ネ
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
た
め
に
土
木
分
野
に
期
待

す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
電
力
小
売
全
面
自
由
化
に
よ

り
、
事
業
者
間
の
競
争
が
進
む
な
か
で
持

続
的
に
各
再
エ
ネ
の
個
性
を
考
慮
し
な
が

ら
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
開
発
し
て
い
く
た
め
、

国（
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
）
に
よ
る

政
策
面
で
の
開
発
支
援
の
取
組
み
を
紹
介

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
事
業
者
が
実
施
し

て
い
る
再
エ
ネ
開
発
事
例（
水
力
、
地
熱
、

風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
紹
介
い
た
だ
い

た
。

　

最
後
に
、
さ
ら
な
る
再
エ
ネ
の
導
入
拡

大
に
向
け
て
、
今
後
の
技
術
開
発
が
期
待

さ
れ
る
新
技
術
の
一
例
と
し
て
、
着
床
式

洋
上
風
力
の
適
地
で
あ
る
浅
海
域
が
少
な

い
わ
が
国
に
お
い
て
、
洋
上
風
力
の
導
入

拡
大
を
図
る
た
め
に
期
待
さ
れ
る
浮
体
式

洋
上
風
力
の
技
術
開
発
や
農
業
地
域
に
豊

富
に
賦
存
す
る
家
畜
ふ
ん
尿
を
地
産
地
消

型
の
再
エ
ネ
と
し
て
活
用
す
る
技
術
開
発

に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

本
特
集
が
、
土
木
技
術
者
の
方
々
の
電

気
事
業
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
太
陽
光
だ
け
で
な
く
他
の
再
エ
ネ
開

発
の
現
状
に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
今
後
の
再
エ
ネ
の
持
続
的
な
導

入
拡
大
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

写真1　仁賀保高原の風力発電と鳥海山� （写真：藤田祥司／アフロ）
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